
ジェンダーギャップを考えるトップセミナー

2030年を乗り越える！
～企業も、地域も、持続可能にするために～

2024年6月4日
株式会社 Will Lab 代表取締役 小安美和



プロフィール■

「女性×はたらく」がテーマ
・女性の雇用創出／就労促進
・女性のリーダー育成
・女性のキャリア形成支援

 

1995年 日本経済新聞社入社
2000年 配偶者の転勤でシンガポールへ
2005年 帰国後、株式会社リクルート入社
2013年～15年 株式会社リクルートジョブズ執行役員
2015年～16年 株式会社リクルートホールディングス

「子育てしながら働きやすい世の中をつくるiction!」
2016年8月～ 岩手県釜石市地方創生アドバイザー
2017年3月株式会社 Will Lab 設立
2019年9月～ 内閣府男女共同参画推進連携会議 有識者議員
2021年 W20（G20関連団体）デレゲート（23年まで）

小安 美和／株式会社Will Lab代表
• 内閣府男女共同参画推進連携会議 有識者議員（2019年～現在）

男女賃金格差是正プロジェクト 地方・中小チームリーダー
• 共同通信社「地域からジェンダー平等研究会」メンバー
• 三重県DXアドバイザー／若者の県内定着・人口還流に向けた産学官連携懇話会 委員
• 株式会社インフォバーン社外取締役
• 株式会社ラポールヘア・グループ社外取締役



本日、お話ししたいこと

①人口減少・少子高齢化
 
②ジェンダーギャップとは
 
③地域と企業の取り組み事例 
 



出典：総務省 平成26年版 情報通信白書

少子高齢化／生産年齢人口の減少
 労働力不足が企業成長の足かせとなる
 企業側も労働力確保の工夫必須（多様な人材の採用×DX等による生産性向上）

※参考： 平成26年（2014年）版情報通信白書より

【我が国の高齢化の推移と将来推計】



働きたくても働けていない女性315万人／428万人
出産・育児のため105万人／適当な仕事がありそうにない97万人
健康上の理由 38万人／介護・看護のため 16万人

出典：総務省 平成26年版情報通信白書 ※（出典）総務省「労働力調査」（平成25年）より作成

※参考： 平成26年（2014年）版情報通信白書より

【非労働力人口における就業希望者の内訳】



（ご参考）奈良県
少子化対策とセットで「ジェンダー平等推進」
【背景】
 女性の就業率 70.6％（全国47位／2020年）
 女性の家事従事時間 238分（全国1位／2021年）
 「夫は外で働き、妻が家を守る」との意識を持つ県民の割合 50.4％（全国1位／2015年）

●2024年度より（仮称）ジェンダー平等推進プロジェクトチームを設置
県庁内だけでなく、県内企業、県内市町村に対するジェンダーギャップの解消の取組を推進していく。



出典：内閣府「令和5年版高齢社会白書」

ますます進む人口減少・少子高齢化

【高齢化の推移と将来推計】



朝日新聞デジタル「消滅可能性自治体」マップ
人口戦略会議の発表は、自治体間の人口移動がないと仮定した場合の人口（封鎖人口）と、移動が続くと仮定した場合（移動仮定）
の人口を比べています。これにより、女性人口の変化が、自治体内の出生と死亡の要因による「自然減」によるものか、他の自治体
への移動による「社会減」によるものかを分析し、分類しています。「消滅可能性自治体」は20～39歳の女性人口が50%以上減少する
自治体。「自立持続可能性自治体」は人口移動がないと仮定した推計と、移動傾向が続くと仮定した推計の両方で若年女性人口の減
少率が20%未満の自治体。「ブラックホール型自治体」は出生率が低く、人口増加を他地域からの流入に依存している自治体。「その
他」は上記に分類できない自治体。

「消滅可能性自治体」２０〜３０代女性が半減



奈良県内２２市町村「消滅可能性自治体」２０〜３０代女性が半減
市区町村 若年女性 2020年 2020年 2050年 2050年 大分類 中分類

人口変化率 総人口 20-39歳女性総人口 20-39歳女性
奈良県 葛城市 -19.00% 36,832 3,650 32,141 2,957 自立持続可能 自然減:小、社会減:小
奈良県 王寺町 -20.20% 24,043 2,689 21,298 2,147 その他 自然減:小、社会減:中
奈良県 生駒市 -22.10% 116,675 10,663 96,062 8,304 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 斑鳩町 -22.60% 27,587 2,633 22,469 2,037 その他 自然減:小、社会減:中
奈良県 香芝市 -23.10% 78,113 8,402 70,053 6,464 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 三郷町 -24.70% 23,219 2,246 19,159 1,692 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 広陵町 -27.10% 33,810 3,364 28,413 2,454 その他 自然減:小、社会減:中
奈良県 奈良市 -33.70% 354,630 35,083 271,142 23,272 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 天川村 -34.80% 1,176 46 523 30 その他 自然減:小、社会減:中
奈良県 橿原市 -39.70% 120,922 12,710 91,164 7,658 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 天理市 -43.10% 63,889 7,061 42,057 4,020 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 川西町 -43.30% 8,167 697 5,234 395 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 田原本町 -43.40% 31,177 3,058 22,130 1,732 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 大和郡山市 -46.30% 83,285 7,552 54,141 4,059 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 平群町 -46.70% 18,009 1,364 11,017 727 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 明日香村 -47.40% 5,179 392 3,016 206 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 桜井市 -49.30% 54,857 5,207 35,731 2,640 その他 自然減:中、社会減:中
奈良県 河合町 -53.70% 17,018 1,320 9,854 611 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 安堵町 -58.00% 7,225 747 4,494 314 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 高取町 -58.20% 6,729 462 3,624 193 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 三宅町 -58.70% 6,439 557 3,479 230 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 大和高田市 -59.40% 61,744 5,883 37,168 2,391 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 川上村 -60.00% 1,156 50 435 20 消滅可能性 自然減:小、社会減:大
奈良県 十津川村 -62.00% 3,061 150 1,490 57 消滅可能性 自然減:小、社会減:大
奈良県 上牧町 -62.10% 21,714 1,816 13,481 689 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 下北山村 -65.70% 753 35 337 12 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 大淀町 -68.60% 16,728 1,295 8,888 406 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 宇陀市 -70.90% 28,121 1,953 12,070 568 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 御所市 -71.30% 24,096 1,865 10,788 536 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 山添村 -71.30% 3,226 178 1,291 51 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 曽爾村 -74.60% 1,295 71 378 18 消滅可能性 自然減:小、社会減:大
奈良県 上北山村 -76.50% 444 34 160 8 消滅可能性 自然減:大、社会減:大
奈良県 五條市 -76.80% 27,927 2,124 11,845 492 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 東吉野村 -79.80% 1,502 84 441 17 消滅可能性 自然減:大、社会減:大
奈良県 野迫川村 -81.80% 357 22 98 4 消滅可能性 自然減:大、社会減:大
奈良県 下市町 -82.20% 5,037 342 1,737 61 消滅可能性 自然減:大、社会減:大
奈良県 御杖村 -83.30% 1,479 54 422 9 消滅可能性 自然減:中、社会減:大
奈良県 吉野町 -84.90% 6,229 344 1,952 52 消滅可能性 自然減:大、社会減:大
奈良県 黒滝村 -85.70% 623 35 183 5 消滅可能性 自然減:中、社会減:大



出典：RESAS（地域経済分析システム）

東京都の人口推移



出典：RESAS（地域経済分析システム）

奈良県の人口推移



出典：RESAS（地域経済分析システム）

人口構成：東京都



出典：RESAS（地域経済分析システム）

人口構成：奈良県



①人口減少・少子高齢化
 
②ジェンダーギャップとは
 
③地域と企業の取り組み事例 
 



日本のジェンダーギャップ（男女格差）

ジェンダーギャップ指数2023
125位／146か国
※世界経済フォーラム（World Economic Forum）が

2023年6月、「Global Gender Gap Report 2023」発表



日本のジェンダーギャップ（男女格差）

※出典：内閣府サイト



都道府県版ジェンダーギャップ指数（奈良県）

出典：共同通信／地方からジェンダー平等委員会作成

教育分野は前年から大幅にランクアップし、１５位となりました。県教育委員会事務局の女
性管理職比率の高さが強みとなっており、これが小中学校の校長など女性管理職登用に結び
つけばさらなる順位上昇を期待できそうです。経済分野は、フルタイムで働く人の賃金で平
等度が高くなっていますが、女性の就業率の低さが課題です。市町村で女性議員ゼロの議会
の解消が進んでおらず、県議にも女性が少ないことから、政治分野は４０位にとどまりまし
た。政策決定に多様な視点を反映させるためにも、女性の政治参加を後押しする取り組みが
急務となります。



都道府県版ジェンダーギャップ指数（奈良県）

出典：共同通信／地域からジェンダー平等委員会作成

経済分野は全国22位



経済分野におけるジェンダーギャップの背景
「女性×はたらく」を阻む５つの壁

⑤社会規範
固定的な性別役割分担意識

昭和の家族モデルを前提とした社会保障制度／税制／企業の家族手当て

③ケアサービス（保育・学童／家事代行／介護）
量×質

④家庭
偏った家事・育児シェア

採用
育成・登用

①女性自身
経験とスキル不足
自信のなさ

ライフイベント

②職場
長時間労働
働き方

ハラスメント

無意識の偏見

※Will Lab作成

↓
（高い非正規率／低い管理職比率 男女賃金格差）



出典：内閣府 令和4年度 性別による無意識の思い込み （アンコンシャス・バイアス）に関する調査

日本における「無意識の偏見」
性別による無意識の偏見が強い日本



内閣府男女共同参画推進連携会議でチェックシートを作成
職場に存在するジェンダーギャップを可視化

「無意識の偏見」に気づくための取り組み

Q 1 企業・団体の代表は男性が担っている
Q 2 意思決定機関（役員会・理事会等）の構成員は男性が担っている
Q 3 営業・外回り・渉外関連部署等は男性が担っている
Q 4 経理・総務・人事など組織内の間接部門は女性が担っている
Q 5 コピー・お茶出しなどの雑務は主に女性が担っている
Q 6 長時間労働者、夜遅くの対応・業務は主に男性が担っている
Q 7 正規社員は主に男性、非正規社員は主に女性が担っている
Q 8 力仕事は主に男性が担っている
Q 9 ケア・サポート仕事は主に女性が担っている
Q10 研修や能力開発の機会は、主に男性に与えられている
Q11 育休など子育て両立制度の活用、子育てに関する配慮を

受けているのは主に女性である
Q12 夜の会合が頻繁にある
Q13 夜の懇親会が頻繁にある
Q14 在宅勤務・テレワーク・オンライン会議が定着していない
Q15 上層部のほうが、男女共同参画意識は低い
Q16 年齢の高い人のほうが、男女共同参画意識は低い
Q17 （地方に本社・支店がある場合は、と新聞よりも）

地方部のほうが、男女共同参画意識は低い



①人口減少・少子高齢化
 
②ジェンダーギャップとは
 
③地域と企業の取り組み事例 
 



兵庫県豊岡市の取り組み
地域をあげて持続可能な社会に

「ワークイノベーション推進会議」



兵庫県豊岡市の取り組み事例
～まちをあげてジェンダーギャップ解消に取り組む～

「豊岡メソッド 人口減少を乗り越える本気の地域再生手法」（日本経済新聞出版社） 



ジェンダーギャップ解消戦略の策定
若い世代～多様な市民で「ありたい姿」を描く



豊岡市役所提供

男性の回復率は52.2%に対し、女性はわずか26.7%

取り組みの背景：「若者回復率」



取り組みの背景

｢長男にしか『帰って来い』と言わない親、女性を男性の補
佐的な労働力としてしか見てこなかった企業、男性しか参加
しない地域の会合……。豊岡市は『女は黙っていろ』とでも
言わんばかりの『男社会』でした。女性たちから選ばれない
のは当然です｣（中貝前市長）

出典：BUSINESS INSIDER 2018年9月5日
「女性4人に1人しか地元に戻らない豊岡市。プチ勤務や女性の自尊心アップ作戦」

女性に選ばれない理由は「男社会」、「公平さの欠如」



2018年度に「目指す将来像」と戦略を策定
地域連携でワークイノベーション推進

出典：豊岡市ウェブサイト



商工会議所会頭が会長に
2018年、市内事業所16社でワークイノベーション推進会議を組成
地域連携でワークイノベーション推進

出典：豊岡市ウェブサイト



現在113社が参画、経営者セミナー、事例共有会を開催
地域連携でワークイノベーション推進

出典：豊岡市ウェブサイト



経営者、人事担当者、管理職、女性従業員の階層別ワークショップ
地域連携でワークイノベーション推進

出典：豊岡市ウェブサイト



「女性も働きやすく、働きがいのある事業所」の表彰
地域連携でワークイノベーション推進

2019年～2022年度：調査実施 24社（延べ36社）
女性、男性、全従業員の2/3が

働きやすく、働きがいがあると回答した企業 17社

出典：豊岡市ウェブサイト



地域連携でワークイノベーション推進
ジェンダー、ジェネレーションごとに意識調査

出典：豊岡市ウェブサイト

「働きやすさと働きがいに関するアンケート」



地域連携でワークイノベーション推進
働きやすさだけでなく、働きがいも

出典：豊岡市ウェブサイト



女性マネジメントセミナー／豊岡みらいチャレンジ塾など
女性のマインドセット、スキルセット＋ネットワーク構築支援

地域連携でワークイノベーション推進

豊岡市役所ご提供



まとめ



女性も男性も、若者も高齢者も働きやすい企業に向けて
企業はワークライフバランスからワークイノベーションへ

多様な働き方を実現するために
人事制度、評価制度のアップデート／無意識の偏見の学習の必要性も



“Diversity＆Inclusion”から、“Diversity Equity ＆ Inclusion”へ
Equity＝公平・公正って何だろう？！



“Diversity＆Inclusion”から、“Diversity Equity ＆ Inclusion”へ
Equity＝公平・公正

Equality Equity



女性も男性も、若者も高齢者も働きやすい企業に向けて
個人も生き方のイノベーションを

リスキリング／学び直しを促しながら
中長期でキャリア設計の支援を



ひとりひとりが率先し
未来を見据えて

意識と仕組みのアップデートを



（参考）経済産業省 ダイバーシティ経営実践のための各種支援ツール
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